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オープニングセレモニーでの岡田会長（左）と西川頭取（右）（2001年 4月 2日）

頭取メッセージ（2001年 4月 2日） 「三井住友銀行、本日営業開始」の全面広告（2001年 4月 2日）



三井住友銀行本店ビル竣工式での奥頭取（2010年 6月 30日）

ニューヨーク証券取引所でオープニングベルを鳴らす北山社長  
1 人おいて左は國部専務、右は宮田専務（2010年 11月 1日）



このたびの東北地方太平洋沖地震において、お亡くなり

になられた方々のご冥福をお祈りいたしますとともに、

被災された方々には、心からお見舞いを申し上げます。

1日も早い被災地の復旧を心よりお祈り申し上げます。

三井住友フィナンシャルグループも、お客さまへの円滑

な資金供給や決済手段の確保など、金融システムの要

としての使命、役割をしっかりと果たし、日本の復興に向

けて全力で取り組んでまいります。

さて、私ども2人は、このたび、三井住友フィナンシャルグループ社長、三井住友銀行頭取に、それぞれ

就任いたしました。三井住友銀行の発足から10年経ち、新たな10年がスタートするという節目の年に襷

を受け継ぎましたが、あらためて足下の経営環境を見てみますと、今回の震災は言うに及ばず、世界

経済の不均衡拡大、アラブ諸国における民主化運動の拡大等、内外の政治・経済両面において、不安

定で先が見通しにくい状況です。金融界では、昨年末にバーゼルⅢの成案が公表され、危機を教訓と

したグローバルな金融規制の大枠が固まる等、競争環境が大きく変わるほどの新たな金融秩序が確

立されようとしております。一方、アジアをはじめとする新興国の経済成長や、それに伴う企業のグロー

バル展開、マネーフローのグローバル化という大きなトレンドは、国内の中小企業や個人のお客さまに

も確実に押し寄せております。

このように変化の激しい時代だからこそ、私どもは、お客さまへの円滑な資金供給やコンサルティン

グ、経営課題解決のためのアドバイス等、金融機関の本来的な機能の提供が私どもの使命であると改

めて認識し、徹底してまいりたいと考えます。そこで、私どもは、社員一人ひとりの、そして組織全体の

グローバル対応力を更に高めるとともに、お客さまのニーズにマッチした最適な商品・サービスをシー

ムレスに提供できるよう、グループ各社の連携と機能の強化を進めます。私どもは、こうした取り組みを

通じて、お客さまの成長・発展に貢献することにより、私ども自身もお客さまとともに成長していきたいと

考えております。

私どもの基本的な考え方　―「先進性」「スピード」「提案・解決力」の極大化を通じて、「お客さま、社会

から最高の信頼を得られ、世界に通じる金融グループ」の実現を目指す―　は変わりません。私ども

は、どんな難局にもひるまず、時代の一歩先を読み、環境変化にプロアクティブに対応してまいります。

これからの三井住友フィナンシャルグループ、三井住友銀行にどうぞご期待ください。

2011年4月

左：三井住友フィナンシャルグループ
　　取締役社長　宮田　孝一
右：三井住友銀行
　　頭取　國部  毅

株式会社三井住友フィナンシャルグループ 株式会社三井住友銀行
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トップメッセージ（2011年 4月）
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